
⑥
Ｇ
3
0
の
成
果

１
－
ご
み
の
減
量
効
果

①
大
幅
な
ご
み
の
削
減
と
新
た
な

　
目
標
の
設
定

　
G
3
0
で
は
、
行
政
が
仕
組
み
を

つ
く
り
、
市
民
・
事
業
者
と
協
働
し
、

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
行
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

「
市
民
が
ま
ず
行
動
し
、
そ
の
実
践

に
伴
う
成
果
を
実
感
す
る
こ
と
で
、

意
識
を
高
め
、
さ
ら
な
る
行
動
に

つ
な
げ
る
」
と
い
う
G
3
0
の
循
環
が

生
ま
れ
た
（
図
１
）
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
平
成
1
3
年
度
に

１
６
１
万
ト
ン
で
あ
っ
た
ご
み
量

（
注
１
）
は
、
平
成
1
7
年
度
に
１
０

６
万
ト
ン
（
▲
3
3
・
９
％
）
と
な
り
、

当
初
の
G
3
0
の
目
標
で
あ
る
「
平
成

2
2
年
度
の
ご
み
量
3
0
％
削
減
（
対
1
3

年
度
比
）
」
を
５
年
前
倒
し
し
て
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
1
8
年
1
2
月
に
策

定
し
た
横
浜
市
中
期
計
画
に
お
い

て
、
新
た
な
ご
み
減
量
目
標
と
し

て
「
平
成
2
2
年
度
の
ご
み
量
3
5
％
削

減
」
を
掲
げ
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
、
人
口
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市
民
ひ

と
り
一
日
あ
た
り
で
換
算
す
る
と
、

1
3
年
度
と
比
べ
て
4
0
％
の
削
減
と

な
る
。
（
図
２
）

Ｇ
3
0
の
取
組

　
な
お
、
環
境
省
の
一
般
廃
棄
物

処
理
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

1
8
年
度
の
横
浜
市
の
市
民
ひ
と
り

一
日
あ
た
り
の
ご
み
量
は
７
８
２

グ
ラ
ム
で
、
政
令
指
定
都
市
の
中

で
も
最
も
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

（
図
３
）

②
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
と
資

　
源
の
推
移

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
や
す
ご

み
の
量
は
、
平
成
1
3
年
度
の
9
3
万

ト
ン
に
対
し
て
、
平
成
1
9
年
度
は

6
3
万
ト
ン
ま
で
減
少
し
、
資
源
の

量
（
資
源
集
団
回
収
量
を
含
む
）
は
、

平
成
1
3
年
度
の
1
6
万
ト
ン
に
対
し

て
、
平
成
1
9
年
度
は
3
4
万
ト
ン
ま

で
増
加
し
た
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
「
燃
や
す
ご

み
」
と
「
資
源
」
を
あ
わ
せ
た
総
量

は
、
平
成
1
3
年
度
の
1
1
0
万
ト

ン
に
対
し
て
、
平
成
1
9
年
度
は
、
1
3

万
ト
ン
減
少
し
、
9
7
万
ト
ン
に

な
っ
て
い
る
（
図
４
）
。
こ
れ
は
、

資
源
が
本
市
以
外
の
回
収
に
出
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
全
て
が
発

生
抑
制
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
な

い
が
、
ご
み
の
分
別
を
通
じ
て
市

民
の
環
境
意
識
が
高
ま
り
、
減
量

行
動
が
実
践
さ
れ
た
こ
と
も
要
因

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
生

抑
制
の
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

２
－
環
境
負
荷
低
減
効
果

　
焼
却
す
る
ご
み
量
が
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
1
9
年
度

は
ご
み
処
理
な
ど
に
伴
っ
て
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
を
、
平
成
1
3
年

度
に
比
べ
、
約
8
4
万
ト
ン
削
減
す

る
効
果
が
あ
っ
た
。
（
推
計
に
あ

た
っ
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
考
え
方
（
注
２
）
は
用
い
ず
、

ご
み
の
焼
却
に
伴
い
発
生
す
る
も

の
の
ほ
か
、
収
集
車
両
が
排
出
す

る
も
の
、
資
源
物
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
場
合
と
リ
サ
イ
ク
ル
せ
ず
に

バ
ー
ジ
ン
原
料
を
使
用
し
た
場
合

の
差
も
含
め
て
算
出
し
て
い
る
。
）

二
酸
化
炭
素
8
4
万
ト
ン
は
、
杉
の

木
約
6
0
0
0
万
本
（
横
浜
市
域
の

約
１
・
４
倍
、
約
６
０
０
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
森
林
面
積
に
相
当
）
が

一
年
間
に
吸
収
す
る
量
に
あ
た
る
。

　
二
酸
化
炭
素
の
増
加
は
、
地
球

環
境
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
地
球

温
暖
化
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い

る
が
、
G
3
0
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
が
減
少
し
、

ご
み
に
よ
る
地
球
環
境
へ
の
負
荷

が
低
減
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

３
-
財
政
的
効
果

①
焼
却
工
場
の
廃
止
に
よ
る
経
費

　
節
減

　
ご
み
量
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
に
も
こ

の
成
果
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
で
、

平
成
1
7
年
1
0
月
に
栄
工
場
を
、
平

成
1
8
年
い
１
１
月
に
港
南
工
場
を
廃
止

し
た
。
こ
の
結
果
、
将
来
予
定
さ

れ
て
い
た
２
工
場
あ
わ
せ
た
全
面

建
替
え
費
用
1
1
0
0
億
円
（
栄
工

場
７
０
０
億
円
、
港
南
工
場
４
０

０
億
円
）
が
節
減
さ
れ
た
。

　
な
お
、
栄
・
港
南
工
場
内
の
焼
却

設
備
に
つ
い
て
は
安
全
に
撤
去
工

事
を
行
い
、
残
っ
た
建
物
を
、
分
別

さ
れ
た
資
源
物
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
等
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
る
。

②
資
源
物
売
却
額
と
売
電
収
入
の

　
推
移

　
分
別
収
集
し
た
も
の
の
う
ち
、

缶
、
び
ん
（
無
色
・
茶
色
）
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
小
さ
な
金
属
類
、
ス
プ

レ
ー
缶
、
古
紙
、
古
布
、
粗
大
ご
み

の
金
属
類
等
を
有
価
物
と
し
て
売

却
し
て
お
り
、
平
成
1
9
年
度
の
売

却
額
は
約
2
5
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
焼
却
工
場
で
は
、
ご
み
焼

却
に
伴
い
発
生
す
る
蒸
気
を
、
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
発
電
や
工
場

執
筆資

源
循
環
局
資
源
政
策
課

図１　Ｇ30の循環の輪
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内
の
機
器
、

す
る
ほ
か
、

冷
暖
房
な
ど
に
利
用

工
場
に
併
設
し
た
余

熱
利
用
施
設
（
温
水
プ
ー
ル
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
へ
供
給
し
て

い
る
。
発
電
し
た
電
力
は
工
場
内

で
消
費
す
る
ほ
か
、
余
剰
分
を
電

気
事
業
者
に
売
却
し
て
お
り
、
平

成
1
9
年
度
に
売
却
し
た
電
力
量
は
、

約
５
万
７
千
世
帯
（
泉
区
の
世
帯
数

に
相
当
）
の
１
年
間
の
電
力
を
賄
う

量
に
相
当
す
る
。
売
電
収
入
は
｛

平
成
1
5
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
Ｒ

Ｐ
Ｓ
法
を
活
用
し
、
環
境
価
値
分

（
注
３
）
の
売
却
を
含
め
、
約
2
3
億

円
に
な
り
、
工
場
運
転
経
費
の
節

減
と
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

を
図
っ
て
い
る
。
（
図
５
）

４
－
市
民
意
識

　
こ
の
よ
う
な
G
3
0
に
よ
る
財
政

的
効
果
、
環
境
負
荷
低
減
効
果
は
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の

様
々
な
媒
体
を
通
し
て
広
く
市
民

に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
G
3
0
の

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
が
さ
ら
に
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
横
浜
市
が
毎
年
行
っ
て

い
る
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
へ
の

満
足
度
に
つ
い
て
、
「
ご
み
の
分
別

収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
、
平
成
1
8
・

1
9
年
度
は
第
１
位
、
平
成
2
0
年
度

（
速
報
）
は
第
２
位
と
な
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
市
民
の
う

ち
、
3
0
％
以
上
の
方
が
満
足
し
て

い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
選
ん
だ
こ

と
は
、
G
3
0
の
取
組
が
多
く
の
市

民
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
G

3
0
行
動
が
市
民
の
間
に
定
着
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

５
－
お
わ
り
に

　
横
浜
市
で
は
、
平
成
1
5
年
に
策

定
し
た
中
期
政
策
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
都
市

「
環
境
行
動
都
市
」
を
目
指
す
べ
き図２　ごみ量、人口の推移と目標

都
市
像
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
。

環
境
問
題
に
は
、
地
球
温
暖
化
を

は
じ
め
と
し
て
、
野
生
生
物
の
減

少
や
森
林
破
壊
な
ど
様
々
な
問
題

が
あ
る
が
、
ご
み
問
題
は
、
私
た
ち

の
毎
日
の
生
活
が
直
接
反
映
さ
れ

る
と
い
う
点
で
、
環
境
問
題
を
考

え
る
上
で
の
入
り
口
に
な
る
。
ご

み
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
私
た

ち
が
し
っ
か
り
と
生
活
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
、
環
境
問
題
全
体

を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

　
そ
う
し
た
考
え
の
下
、
環
境
行

動
都
市
の
実
践
例
と
し
て
G
3
0
の

取
組
は
進
め
ら
れ
た
が
、
ご
み
3
0

％
削
減
と
い
う
目
標
の
５
年
前
倒図３　大都市比較（H18）

し
の
達
成
と
1
1
0
0
億
円
の
節

減
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
や
事
業
者
の
具
体
的
な
行

動
が
積
み
重
な
っ
て
成
し
得
た
も

の
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
市
民
・
事
業
者
と
の
協

働
の
も
と
、
G
3
0
の
取
組
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

図４　家庭から出されるごみと資源の推移

（
注
１
）

　
焼
却
又
は
埋
立
す
る
ご
み
の
量

（
注
２
）

　
生
ご
み
や
枝
葉
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
動

植
物
か
ら
生
ま
れ
た
有
機
性
の
資
源
）
は
、

成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ
り
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
て
い
る
た
め
、
燃
焼
等
に
よ
り

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
も
相
殺
さ
れ
二

酸
化
炭
素
を
増
加
さ
せ
な
い
と
い
う
考
え

方
。

（
注
３
）

　
バ
イ
オ
マ
ス
や
風
力
、
太
陽
光
な
ど
の

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の

際
に
、
電
力
と
は
別
に
発
生
す
る
付
加
価

値
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
相
当
量
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
電
力
の
売
却
と
は
別
に

有
価
証
券
の
よ
う
に
売
却
が
可
能
で
あ
る
。図５　資源物売却額と売電収入の推移
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